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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文は、児童虐待による被害の影響を、特に WISCⅢを主に用いた知能（知的機能）の計量的把
握をとおして探究したものである。筆者は児童相談所に勤務する心理技師であり、専門相談機関であ
るがゆえに集積されるデータを研究計画に合わせて活用した一連の研究集であり、非常にユニークな
情報的価値をもつ。そうしたデータを駆使して、筆者は主にアメリカの先行研究に着想を得ながら、
WISCⅢをツールとして FIQ、VIQ,PIQのほか下位検査の基準得点を目的変数として、虐待被害の有無、
虐待の種別、トラウマ症状の程度、施設収容の有無など仮説的説明変数を設定しながら、群間比較に
よる数量的実証性をもつ結果を示した。その研究手法の手堅さと研究遂行能力、および発見された課
題に対して即応する生産性は秀逸であり、計量的な手法を中心とする犯罪心理学会で若手研究者奨励
賞を受賞したことにも成果として表れている。 
 これら一連の研究の中で得られた結果についていえば、虐待種別と WISCⅢ下位検査課題との間で、
身体的虐待と性的虐待において「絵画完成課題」が相対的に高いことをはじめとする知見は、知的機
能の発達に関して重要な示唆を与えるものである。これまで、知能は生得的であり、環境との関係や
学習要因に影響されないものだと定義されてきたのであるが、本結果はそれに対する明白な対抗的知
見であるばかりでなく、環境の特異的な性質が特定の知的機能に影響することが示されているからで
ある。今後の虐待臨床、知能理論、情緒発達と知的発達の研究に貢献する知見として評価される。 
 知的機能の回復に関しても、先行研究では施設収容のもつ否定的な影響力が強調されてきたのであ
るが、筆者はそれを肯定的にとらえるべき実証データを示した。環境や人間環境の改善が知的発達に
もたらす大きな影響力は、これまでの臨床実践をとおして経験的に知られているところではあるが、
それを二群間比較によって実証的に示した点が最も評価できるところである。 
 以上のごとく、筆者のすぐれた実証的研究の遂行能力の高さ、新規性のある研究計画立案能力が発
揮されている。本審査委員会は、本論文が創造都市研究科の課程博士としてふさわしい形式と内容を
具えていると全員一致で評価した。 
 
